
一

一　

は
じ
め
に

　
『
隣
女
和
歌
集
』（
以
下
、「
隣
女
集
」）
は
、
鎌
倉
時
代
中
後
期
の
歌
人
飛
鳥
井
雅

有
の
家
集
で
あ
る
。
そ
の
伝
本
に
つ
い
て
は
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
四
巻
の

完
本
は
江
戸
期
書
写
の
内
閣
文
庫
蔵
本
と
群
書
類
従
巻
二
四
三
の
一
本
の
つ
ご
う
二

本
の
み
で
、
そ
の
他
は
巻
一
を
欠
く
か
巻
二
の
み
の
零
本
が
多
い
。
巻
二
が
多
く
残

存
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、『
新
編
私
家
集
大
成
』
の
解
題
を
担
当
し
た
濱
口
博
章

氏
は
、「
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
の
奥
に
「
右
隣
女
和
謌
集
者
飛
鳥
井
雅
有
卿
家
集
也
、

此
冊
巻
第
二
自
文
永
二
年
至
同
年
云
々
、
而
今
巻
付
略
之
、
始
末
可
為
不
足
逐
求
他
本

可
増
補
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
巻
二
に
相
当
す
る
一
冊
が
流
布
し
て
い
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
巻
一
に
関
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
先
述

の
内
閣
文
庫
蔵
本
（
江
戸
初
中
期
書
写
）
と
群
書
類
従
本
（
江
戸
中
後
期
書
写
）、
そ

し
て
桃
園
文
庫
本
（
江
戸
後
期
）
の
三
本
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
発
見

が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
、
平
成
二
十
八
年
度
関
西
大
学
研
究
拠
点
形
成

支
援
事
業
（
代
表
：
与
謝
野
有
紀
教
授
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
林
原
美

術
館
蔵
の
和
歌
資
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
巻
一
に
つ
い
て
新
た
に
三
本
の
資
料
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
新
出
本
三
本
の
紹
介
と
そ
の
本
文

の
特
色
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

二　

林
原
美
術
館
蔵
『
隣
女
和
歌
集
』
三
本
の
書
誌
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
今
回
確
認
で
き
た
三
本
の
書
誌
に
つ
い
て
記
す
。

Ⅰ　

池
田
光
政
筆
『
隣
女
和
歌
集
』
巻
一
（
寛
文
十
二
年
六
月
書
写
本
）

　

袋
綴
、
四
半
型
の
冊
子
本
。
一
冊
。
整
理
番
号
［
書
跡
五
〇
五

－

二
］。
桐
外
函
中

央
に
「
光
政
公
御
筆
／
雑
書
」、
右
肩
上
部
「
準
備
／
光
政
公
／
雑
甲
第
三
八
四
號
／

十
七
筆
」
と
い
う
貼
紙
が
あ
る
。
包
紙
に
は
、
中
央
に
墨
筆
で
「
光
政
公
御
筆
／
五

筆
／
隣
女
和
哥
集　

一
冊
／
△
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
右
肩
上
部
に
「
故
大
御

納
戸
」
と
書
か
れ
た
貼
紙
が
あ
り
、
さ
ら
に
右
肩
中
央
部
に
は
朱
で
「
本
一
号
／
一

ノ
二
内
二
」
と
書
く
。
表
紙
は
朽
木
色
の
原
表
紙
。
外
題
は
表
紙
左
肩
に
「
隣
女
和

謌
集
」
と
墨
筆
に
て
打
付
書
に
す
る
（
本
文
同
筆
）。
見
返
し
は
本
文
共
紙
。
寸
法
は

縦
二
一
・
六
㎝
×
横
十
五
・
八
㎝
。
本
文
の
料
紙
は
斐
楮
混
漉
。
前
後
に
遊
紙
が
一

新
出
資
料
・
林
原
美
術
館
所
蔵
『
隣
女
和
歌
集
』（
巻
一
）
三
本
の
紹
介

坂
　
本
　
美
　
樹



二

丁
ず
つ
あ
り
、
墨
付
二
十
七
丁
の
全
二
十
九
丁
か
ら
な
る
。
序
文
と
和
歌
本
文
を
有

し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
一
面
九
行
詰
め
。
和
歌
は
一
首
二
行
書
き
（
上
下
句
分
か
ち

書
き
）
に
さ
れ
、
部
立
は
和
歌
よ
り
お
よ
そ
二
字
下
げ
。
墨
筆
に
て
集
付
け
あ
り
。

歌
の
上
下
に
墨
・
朱
筆
に
て
合
点
が
付
さ
れ
お
り
、
十
七
丁
ウ
ラ
の
六
行
目
下
部
（
一

〇
二
番
歌
末
尾
）
に
は
、
朱
の
合
点
を
擦
り
消
ち
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
当
該
本
の
末

尾
に
「
此
一
冊
者
参
議
藤
原
雅
有
卿
之
以
／
自
筆
本
書
写
之
畢
／
寛
文
十
二
壬
子
暦

林
鐘
下
旬
／
五
筆
」
と
い
う
書
写
奥
書
が
あ
り
、
署
名
は
な
い
が
函
書
か
ら
池
田
光

政
筆
と
思
わ
れ
る
。
仮
名
序
、
本
文
、
本
奥
書
、
書
写
奥
書
の
順
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。Ⅱ　

池
田
光
政
筆
『
隣
女
和
歌
集
』
巻
一
（
寛
文
十
二
年
十
一
月
書
写
本
）

　

綴
葉
装
、
や
や
小
四
半
型
の
冊
子
本
、
一
帖
。
整
理
番
号
［
書
跡
五
〇
一

－

一
四
］。

桐
外
函
ヨ
コ
に
右
か
ら
「
書
／
一
六
三
」「
準
雑
甲
／
自
50
／
至
53
／
癸
四
」「
準
雑

甲
48
／
光
政
公
／
癸
四
」「
準
雑
甲
／
自
33
／
至
45
／
癸
四
」
と
四
枚
の
貼
紙
あ
り
。

包
紙
は
墨
筆
で
「
隣
女
和
哥
集
」
と
書
か
れ
、
さ
ら
に
右
肩
上
に
「
準
雑
甲
48
／
光

政
公
／
癸
四
」
と
墨
筆
で
書
か
れ
た
貼
紙
が
あ
る
。
表
紙
は
茶
色
の
原
表
紙
。
外
題

は
、
表
紙
左
肩
に
墨
筆
で
「
隣
女
和
歌
集
」
と
題
簽
書
き
（
本
文
同
筆
）。
見
返
し
は

金
銀
砂
子
を
霞
引
き
し
た
鳥
の
子
紙
。
寸
法
は
縦
十
九
・
六
㎝
×
横
十
五
・
三
㎝
。

本
文
の
料
紙
は
鳥
の
子
紙
を
用
い
る
。
全
体
は
二
括
か
ら
な
り
、
一
・
二
括
と
も
に

八
枚
の
紙
を
折
っ
た
全
三
十
二
丁
。
そ
の
う
ち
前
に
二
丁
、
後
に
三
丁
の
遊
紙
が
あ

る
。
墨
付
は
二
十
六
丁
。
当
該
本
も
序
文
と
和
歌
本
文
を
有
し
、
一
面
九
行
詰
め
。

和
歌
は
一
首
二
行
書
き
（
上
下
句
分
か
ち
書
き
）
に
さ
れ
、
部
立
は
和
歌
よ
り
一
字

下
げ
。
Ⅰ
と
同
じ
く
、
集
付
け
と
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
当
該
本
も
末
尾
に
書
写

奥
書
を
有
し
て
お
り
、「
此
一
帖
者
参
議
藤
原
雅
有
卿
之
以
／
自
筆
本
書
写
之
畢
／
寛

文
十
二
壬
子
年
仲
冬
念
四
」
と
あ
る
。
筆
跡
は
Ⅰ
に
比
べ
て
や
や
繊
細
な
風
で
あ
る

が
、
函
書
に
加
え
て
Ⅰ
の
書
名
の
筆
跡
と
の
一
致
か
ら
池
田
光
政
筆
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
当
該
本
も
Ⅰ
と
同
様
に
仮
名
序
、
本
文
、
本
奥
書
、
書
写
奥
書
の
順
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ　

池
田
綱
政
筆
『
隣
女
和
歌
集
』
巻
一

　

巻
子
本
。
一
軸
。
整
理
番
号
［
書
跡
二
九
三

－

二
一
］。
桐
外
函
中
央
に
「
綱
政
公

御
筆
」、
右
肩
上
部
に
「
準
備
／
甲
巻
／
第
／
自
八
九
／
至
一
五
四
／
號
」
と
の
貼
紙

あ
り
。
包
紙
は
中
央
に
墨
筆
で
「
綱
政
公
御
筆
／
隣
女
和
歌
集
」
と
書
く
。「
準
備
／

甲
巻
／
題
一
〇
九
號
」「
準
巻
公
一
〇
九
／
壬
二
」「
故
大
御
納
戸
」「
明
治
八
年
五
月

□
」
と
い
っ
た
四
枚
の
貼
紙
が
あ
る
。「
準
備
／
甲
巻
／
題
一
〇
九
號
」
と
書
か
れ
た

貼
紙
の
下
に
は
、
朱
筆
で
「
巻
五
二
ノ
／
四
十
三
内
廿
七
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
中
央
部
に
「
廃
」
と
い
う
朱
の
印
が
あ
り
、
こ
の
印
か
ら
当
該
本
は
明
治
期
か

大
正
期
あ
た
り
に
廃
棄
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
表
紙
は
芥
子
色

に
雷
文
繋
ぎ
が
描
か
れ
た
原
表
紙
。
外
題
は
、
墨
筆
で
「
隣
女
和
歌
集
」
と
打
付
書

き
（
本
文
同
筆
か
）。
見
返
し
は
一
面
全
体
に
金
箔
が
貼
ら
れ
た
贅
沢
な
仕
様
。
寸
法

は
縦
二
一
・
八
㎝
（
軸
長
二
二
・
七
㎝
）
×
横
全
長
六
七
二
㎝
。
本
文
の
料
紙
は
鳥

の
子
紙
を
用
い
る
。
当
該
本
も
序
文
と
和
歌
本
文
を
有
し
、
和
歌
は
一
首
二
行
（
上

下
句
分
か
ち
書
き
）、
部
立
は
和
歌
よ
り
一
字
下
げ
に
書
く
。
天
地
に
墨
筆
で
界
線
あ

り
。
当
該
本
も
前
二
本
と
同
じ
く
墨
筆
に
よ
る
集
付
け
と
、
墨
・
朱
筆
の
合
点
が
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
署
名
は
な
い
が
函
書
か
ら
池
田
綱
政
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
当
該
本
は
書
写
奥
書
が
な
く
、
仮
名
序
、
本
文
、
本
奥
書
の
順
で
構
成
さ
れ



三

て
い
る
。

　

以
上
、
林
原
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
三
本
の
「
隣
女
集
」
に
つ
い
て
、
そ
の

書
誌
を
記
し
た
。
当
該
資
料
に
関
し
て
最
も
注
目
さ
れ
る
点
は
、
三
本
の
う
ち
二
本

が
書
写
奥
書
を
有
し
、
し
か
も
そ
の
書
写
年
代
が
江
戸
初
期
（
寛
文
十
二
年
）
と
、

現
在
残
っ
て
い
る
巻
一
の
な
か
で
最
も
古
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
先

述
の
と
お
り
、
巻
一
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
内
閣
文
庫
蔵
本
、
群
書
類
従
本
、
桃
園

文
庫
本
の
三
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
書
写
奥
書
は
残
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
奥
書

に
は
、
作
者
自
筆
本
を
も
っ
て
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
本

は
、
大
変
資
料
的
価
値
の
高
い
伝
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
林
原
美
術
館
所
蔵
「
隣
女
集
」
三
本
の
本
文
に
は
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
特
色
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
光
政
筆
本
の
二
本
は
書
写
奥
書
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
書
写
年
代
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
底
本
が
同
じ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、
綱
政
筆
本
に
つ
い
て
は
書
写
奥
書
が
な
い
た
め
、
そ
の
前
二
本

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
三
本
の

本
文
異
同
か
ら
、
そ
の
特
色
を
検
証
し
た
い
。

三　

本
文
の
特
色

　

林
原
美
術
館
所
蔵
「
隣
女
集
」
三
本
を
書
写
年
代
順
に
並
べ
る
と
次
の
と
お
り
で

あ
る
。（

Ⅰ
）
光
政
筆
寛
文
十
二
年
六
月
書
写
本
（
以
下
、「
六
月
本
」
と
す
る
）

（
Ⅱ
）
光
政
筆
寛
文
十
二
年
十
一
月
書
写
本
（
以
下
、「
十
一
月
本
」
と
す
る
）

（
Ⅲ
）
綱
政
筆
本
（
以
下
、「
綱
政
本
」
と
す
る
）

右
三
本
の
異
同
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
24
の
異
同
が
確
認
で
き
た
（
な
お
、

仮
名
遣
い
や
漢
字
の
相
違
に
よ
る
異
同
は
含
め
て
い
な
い
）。

　

こ
れ
ら
の
異
同
の
う
ち
、
六
月
本
と
十
一
月
本
は
一
致
す
る
が
、
綱
政
本
と
対
立

す
る
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
表
一
】
六
月
本
と
十
一
月
本
は
一
致
す
る
が
、
綱
政
本
と
対
立
す
る
場
合

頁

番
号

六
月
本

十
一
月
本

綱
政
本

備
考

3
オ
②

序

哥
の
に
ほ
ひ

哥
の
に
ほ
ひ

言
の
に
ほ
ひ

3
オ
③

序

ふ
る
き
言

ふ
る
き
言

ふ
る
き
哥

3
オ
④

序

た
か
ひ
か
め
る

た
か
ひ
か
め
る

た
か
ひ
ひ
か
め
る

5
ウ
⑥

6

よ
そ
の
か
す
め
る
よ
そ
の
か
す
め
る
さ
と
の
み
霞
む

六
月
本
、
十
一
月
本
は
右
に
「
サ
ト
ノ
ミ
カ
ス

ム
」
と
記
す

11
オ
⑥

54

ち
く
さ
の
花
は

ち
く
さ
の
花
は

ち
く
さ
の
花
の

六
月
本
、
十
一
月
本
は
「
は
」
の
右
に
「
の
」

と
見
せ
消
ち

15
ウ
⑤

93

さ
ひ
し
さ
を

さ
ひ
し
さ
を

さ
ひ
し
さ
は

綱
政
本
は
「
は
」
の
右
に
「
を
」
と
記
す

17
ウ
④

110

う
ち
川
の
水

う
ち
川
の
水

宇
治
の
河
水

綱
政
本
は
「
宇
治
の
」
の
「
の
」
を
見
せ
消
ち

す
る
。
さ
ら
に
「
河
」
と
「
水
」
の
間
に
「
の
」

の
補
入
記
号
あ
り

19
ウ
②

127

た
の
め
て
も
こ
ぬ
た
の
め
て
も
こ
ぬ
た
の
め
て
こ
ぬ

政
綱
本
は
「
て
」
と
「
こ
」
の
間
に
補
入
記
号

あ
り

20
オ
⑤

133

こ
ひ
し
な
は

恋
し
な
は

恋
し
な
ん

政
綱
本
は
「
ん
」
の
右
に
「
は
」
と
記
す

25
ウ
④

181

す
み
か
た
の
み
や
す
み
か
た
の
み
や
す
み
か
た
の
世
や
綱
政
本
は
「
世
」
の
右
に
「
み
」
と
記
す

※　

頁
、
歌
番
号
は
本
稿
巻
末
の
「
付
・『
隣
女
和
歌
集
』（
寛
文
十
二
年
十
一
月
書
写
本
）
の
翻
刻
」
に
よ
る
。

3
オ
②
は
「
哥
」
と
「
言
」
で
対
立
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
両
者
の
く
ず
し
字
が
似

て
い
る
た
め
に
お
こ
っ
た
誤
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
3
オ
④
の
「
た
か

ひ
か
め
る
」
は
、
綱
政
本
の
み
「
た
か
ひ
ひ
か
め
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
を

み
て
み
る
と
、
一
文
字
目
の
「
ひ
」
の
下
に
踊
り
字
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
も
ま
た
誤
写
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
異
同
も
ほ
と
ん
ど
が
書
写
者
に
よ
る



四

誤
脱
や
誤
写
の
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
が
、
唯
一
、
5
ウ
⑥
の
6
番
歌
に
つ
い
て

は
語
彙
が
ま
っ
た
く
異
な
る
た
め
、
誤
写
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

異
同
が
生
ま
れ
る
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
六
月
本
と
十
一
月
本
は
底
本
を

同
じ
く
す
る
が
、
綱
政
本
の
み
上
記
二
本
と
は
底
本
が
異
な
る
と
い
う
可
能
性
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
綱
政
の
書
写
の
段
階
に
お
い
て
、
二
種
類
の
「
隣
女
集
」
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
こ
こ
で
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
六
月
本
と
十
一
月
本
は
対
立
す
る
が
、
六
月
本
と
綱
政
本
が
一
致
す
る
場

合
を
み
て
み
た
い
。

【
表
二
】
六
月
本
と
十
一
月
本
は
対
立
す
る
が
、
六
月
本
と
綱
政
本
が
一
致
す
る
場
合

頁

番
号

六
月
本

十
一
月
本

綱
政
本

備
考

2
オ
⑦

序

い
と
け
な
か
り
し
い
と
け
な
り
し

い
と
け
な
か
り
し
十
一
月
本
は
「
い
と
け
な
り
し
」
の
「
な
」
と

「
り
」
の
間
に
「
か
」
の
補
入
記
号
あ
り

6
ウ
⑦

16

い
く
か
も
あ
ら
ぬ

に

い
く
か
も
あ
ら
ぬ
い
く
か
も
あ
ら
ぬ

に

六
月
本
は
「
ぬ
」
の
下
に
「
に
」
の
補
入
記
号

あ
り

10
オ
⑥

46

う
つ
り
か
よ
り
か
う
つ
り
か
よ
り
も
う
つ
り
か
よ
り
か
十
一
月
本
は
「
も
」
の
横
に
「
か
」
と
記
す

19
ウ
④

128

ふ
け
ゆ
く
を

更
け
ゆ
け
は

更
行
を

十
一
月
本
は
「
け
は
」
の
右
に
「
く
を
」
と
記

す

20
オ
⑥

133

い
の
ち
と
か
せ
む
命
と
か
み
む

命
と
か
せ
む

十
一
月
本
は
「
み
」
の
右
に
「
せ
」
と
記
す

24
ウ
③

172

追
て
吹
ま
は
す

追
て
ま
き
ま
は
す
追
て
吹
ま
は
す

十
一
月
本
は
一
文
字
目
の
「
ま
」
の
右
に
「
ふ
」

と
記
す

※　

頁
、
歌
番
号
は
本
稿
巻
末
の
「
付
・『
隣
女
和
歌
集
』（
寛
文
十
二
年
十
一
月
本
）
の
翻
刻
」
に
よ
る
。

た
と
え
ば
、【
表
二
】
の
2
オ
⑦
を
み
て
み
る
と
、
六
月
本
、
綱
政
本
で
は
「
い
と
け

な
か
り
し
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
十
一
月
月
本
で
は
「
い
と
け
な
り
し
」
と
な
っ
て

い
る
。「
か
」
は
崩
し
字
に
す
る
と
み
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
脱
落
し
や
す
い
仮
名
で

あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
書
写
者
が
書
き
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
異
同
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
箇
所
も
意
味
が
変
わ
る
よ
う
な
大
き
な
異
同
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
六
月
本
と
十
一
月
本
は
対
立
す
る
箇
所
が
あ
る
も
の
の
、
比

較
的
同
じ
性
格
を
有
し
た
伝
本
で
あ
り
、
ま
た
綱
政
本
に
つ
い
て
も
、【
表
二
】
で
掲

げ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
特
に
六
月
本
に
近
い
本
文
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
、
六
月
本
と
十
一
月
本
は
対
立
す
る
が
、
十
一
月
本
と
綱
政
本

は
一
致
す
る
場
合
を
み
て
い
こ
う
。

【
表
三
】
六
月
本
と
十
一
月
本
は
対
立
す
る
が
、
十
一
月
本
と
綱
政
本
は
一
致
す
る
場
合

頁

番
号

六
月
本

十
一
月
本

綱
政
本

備
考

1
ウ
①

序

と
思
へ
る
な
る
へ

し

と
残
し
か
つ
は
な

き
後
の
か
た
み
と

思
へ
る
成
へ
し

と
残
し
か
つ
は
な

き
後
の
か
た
み
と

思
へ
る
成
へ
し

六
月
本
は
「
と
」
の
下
に
「
残
し
か
つ
は
な
き

後
の
か
た
み
と
」
の
補
入
記
号
あ
り

2
オ
①

序

を
と
を
し
ら
ん

ほ
と
を
し
ら
ん

ほ
と
を
し
ら
ん

六
月
本
は
「
を
」
の
横
に
「
ほ
」
と
見
せ
消
ち

す
る

2
オ
⑤

序

心
ひ
と
つ
に
お
ふ

る
あ
し
を
も

心
ひ
と
つ
に
ひ
と

あ
や
ま
り
難
波

江
に
お
ふ
る
あ
し

を
も

心
ひ
と
つ
に
ひ
と

あ
や
ま
り
な
に
は

江
に
生
ふ
る
あ
し

を
も

六
月
本
は
「
ひ
と
つ
に
」
の
下
に
「
ひ
と
あ
や

ま
り
な
に
は
江
に
」
の
補
入
記
号
あ
り

4
オ
⑨

序

し
か
り

し
か
な
り

し
か
な
り

11
オ
⑨

55

む
す
ひ
も
あ
へ
ぬ
む
す
ひ
も
あ
へ
ず
む
す
ひ
も
あ
へ
す
六
月
本
は
「
ぬ
」
の
右
に
「
す
」
と
記
す

15
オ
⑥

90

と
や
ま
ふ
き
■
風
と
や
ま
ふ
き
こ
す
と
や
ま
ふ
き
こ
す
六
月
本
は
■
の
右
に
「
こ
す
／
集
云
」
と
記
す

20
ウ
⑥

138

わ
か
れ
し
に

別
ち
に

別
路
に

六
月
本
は
「
し
」
の
右
に
「
ち
」
と
記
す

23
オ
⑧

161

独
ぬ
る
よ
を

ひ
と
り
ぬ
る
か
な
独
ぬ
る
か
な

※　

頁
、
歌
番
号
は
本
稿
巻
末
の
「
付
・『
隣
女
和
歌
集
』（
寛
文
十
二
年
十
一
月
本
）
の
翻
刻
」
に
よ
る
。

序
文
の
異
同
箇
所
に
つ
い
て
は
、
4
オ
⑨
の
よ
う
に
書
写
者
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る

例
が
多
い
が
、
1
ウ
①
・
2
オ
⑤
に
関
し
て
は
、
一
節
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
23
オ
⑧
も
六
月
本
で
は
「
独
ぬ
る
よ
を
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
十
一
月
本
・

綱
政
本
で
は
「
ひ
と
り
ぬ
る
か
な
」
と
末
尾
が
詠
嘆
に
な
っ
て
い
る
。
当
該
箇
所
も

書
写
者
に
よ
る
誤
射
・
誤
脱
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て

は
、
六
月
本
は
草
稿
段
階
の
雅
有
自
筆
本
を
底
本
に
し
て
お
り
、
十
一
月
本
・
綱
政



五

本
は
六
月
本
の
底
本
よ
り
も
本
文
が
整
理
さ
れ
た
伝
本
を
底
本
に
し
た
た
め
、
こ
の

よ
う
な
異
同
が
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
意
味
が
大
幅
に
変
わ
る
よ
う

な
異
同
は
1
ウ
①
と
2
オ
⑤
、
23
オ
⑧
（
161
番
歌
）
し
か
な
く
、
そ
の
他
は
誤
写
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、【
表
三
】
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、
六
月
本
・
十
一
月

本
・
綱
政
本
は
ほ
ぼ
同
じ
系
統
に
属
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四　

お
わ
り
に

　

以
上
、
林
原
美
術
館
所
蔵
「
隣
女
集
」
三
本
に
つ
い
て
、
そ
の
書
誌
と
本
文
の
特

色
を
記
し
た
。
本
文
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
誤
写
で
は
説
明
で
き
な
い
異
同
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異

な
る
伝
本
を
書
写
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
同
じ
一
本
を
写
し
た
に

し
て
も
、
本
行
を
写
し
た
も
の
と
改
定
箇
所
を
写
し
た
本
が
か
つ
て
存
在
し
、
そ
れ

ぞ
れ
本
行
と
改
定
箇
所
を
写
し
た
結
果
、
現
状
の
よ
う
な
本
文
異
同
が
生
じ
た
可
能

性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
今
回
発
見
し
た
三
本
と
そ
の

他
の
伝
本
と
の
書
承
関
係
や
、
善
本
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
こ
な

わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
、
林
原
美
術
館
本
以
外
の
伝
本
と
の
本
文
比

較
を
お
こ
な
っ
た
う
え
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

［
参
考
文
献
］

・『
新
編
国
歌
大
観
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』
角
川
学
芸
出
版
（
二
〇
〇
七
年
）、『
隣
女
和
歌

集
』
解
題
（
青
木
賢
豪
・
田
村
柳
壹
両
氏
担
当
）

・『
新
編
私
家
集
大
成
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』
笠
間
書
院
（
二
〇
〇
九
年
）、『
隣
女
和
歌
集
』

解
題
（
鹿
目
俊
彦
・
濱
口
博
章
両
氏
担
当
）

・『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
二
〇
一
四
年
）

・『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　

和
書
之
部　

第
四
十
四
巻　

平
安
鎌
倉
歌
書
集
』
八
木
書

店
（
一
九
七
五
年
）

・『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

貴
重
典
籍
叢
書
』
文
学
篇　

第
十
巻
〈
私
家
集
四
〉
臨
川
書

店
（
二
〇
〇
一
年
）

・
中
川
博
夫
「
桃
園
文
庫
本
『
隣
女
和
歌
集
』
巻
一
翻
印
・
解
題
」『
国
文
鶴
見
』
第
四
十

号　

鶴
見
大
学
日
本
文
学
会
（
二
〇
〇
六
年
）

〔
付
記
〕
本
研
究
は
、
平
成
二
十
八
年
度
関
西
大
学
研
究
拠
点
形
成
支
援
経
費
に
お
い
て
、

研
究
課
題
「
地
域
文
化
資
源
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
地
域
共
同
活
動
の
創
生
拠
点

形
成
」
と
し
て
研
究
費
を
受
け
、
そ
の
成
果
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の

調
査
な
ら
び
に
図
版
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
林
原
美
術
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

�

（
さ
か
も
と
み
き
・
本
学
大
学
院
生
）
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付
・『
隣
女
和
歌
集
』（
寛
文
十
二
年
十
一
月
本
）
の
翻
刻

　

最
後
に
、
林
原
美
術
館
所
蔵
『
隣
女
和
歌
集
』
三
本
の
う
ち
、
書
写
年
代
の
古
さ

は
三
本
の
う
ち
二
番
目
で
あ
る
が
、
脱
落
箇
所
の
少
な
い
寛
文
十
二
年
十
一
月
書
写

本
の
翻
刻
を
掲
げ
る
。

〔
凡
例
〕

　

当
該
本
は
中
川
博
夫
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
桃
園
文
庫
本
『
隣
女
和
歌
集
』
巻

一
の
凡
例
に
し
た
が
っ
て
翻
刻
し
た
。
凡
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1　

漢
字
・
仮
名
・
反
復
表
表
記
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
私
に
句
読
・
清
濁
を
施
す

こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

2　

平
仮
名
・
片
仮
名
は
通
行
字
体
に
統
一
し
た
。
漢
字
は
底
本
の
表
記
に
従
っ

た
が
、
異
体
字
は
正
字
体
に
統
一
し
た
。「
歌
」「
謌
」「
哥
」
は
区
別
し
た
。

3　

改
行
も
底
本
ど
お
り
と
し
、
改
丁
は
、
1
オ
」
の
形
で
示
し
た
。

4　

歌
頭
の
墨
鉤
点
は
「
＼
」「
／
」
で
、
歌
頭
・
歌
脚
の
朱
鉤
点
は
「
＼
（
朱
）」

の
ご
と
く
示
し
た
。

5　

補
入
符
の
小
星
点
は
「
◦
」
で
示
し
た
。

6　

歌
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
同
じ
。

〔
翻
印
〕

『
隣
女
和
歌
集
』（
表
紙
）

（
二
丁
白
紙
）」

や
ま
と
う
た
は
み
な
か
み
ひ
の
河
よ
り
い
て
ゝ

な
か
れ
た
ま
か
き
の
国
つ
わ
さ
と
な
れ
り

し
よ
り
代
々
の
勅
撰
家
々
の
う
ち
き
ゝ
い

に
し
へ
の
後
を
つ
き
て
今
の
世
に
絶
す
成

ぬ
る
な
か
に
哥
讀
と
思
へ
る
人
た
か
き
も
く

た
れ
る
も
み
つ
か
ら
の
う
た
を
記
て
家
の
集
と

せ
り
か
れ
は
心
の
花
い
た
つ
ら
に
散
う
せ

言
葉
の
は
や
し
む
な
し
く
む
も
れ
木
と
な
ら
ん

こ
と
を
お
し
み
も
し
は
す
ゑ
の
よ
の
集
の
た
め�

1
オ
」

と
残
し
か
つ
は
な
き
後
の
か
た
み
と
思
へ
る
成

へ
し
こ
ゝ
に
人
並
／
＼
に
正
元
よ
り
こ
の
か
た
わ
か

の
う
ら
に
か
き
す
て
し
も
く
つ
を
ひ
ろ
ひ
あ

つ
め
て
隣
女
和
哥
集
と
い
へ
る
こ
と
有
さ
き
に

い
ふ
と
こ
ろ
の
謌
仙
た
ち
の
趣
に
あ
ら
す

こ
れ
は
た
ゝ
此
道
に
ふ
け
る
思
に
ひ
か
れ
て
た
へ
さ

る
身
を
ろ
か
な
る
詞
を
か
へ
り
み
す
お
り
に

つ
け
と
き
に
し
た
か
ひ
て
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
の

ふ
る
か
す
を
見
て
と
し
／
＼
に
ふ
か
く�　
　
　

1
ウ
」

な
り
あ
さ
く
を
こ
た
る
心
の
ほ
と
を
し
ら
ん

た
め
は
か
り
に
書
と
ゝ
め
ぬ
る
を
し
ら
糸
の



七

こ
の
す
ち
を
は
し
ら
す
く
れ
竹
の
よ
の
つ
ね
に

な
ら
ひ
て
み
ん
人
は
賤
か
ゝ
き
ね
に
さ
ら
す

布
を
心
ひ
と
つ
に
ひ
と
あ
や
ま
り
難
波
江
に

お
ふ
る
あ
し
を
も
わ
か
め
に
は
よ
し
と
み
る
に

な
む
成
ぬ
へ
し
お
ほ
よ
そ
い
と
け
な
◦か

り
し

よ
り
か
す
／
＼
に
か
き
置
し
こ
と
の
葉
度
／
＼

の
や
と
の
煙
に
大
空
の
霞
と
な
り
に
し
か
は
過
に
し�

2
オ
」

弘
安
の
は
し
め
よ
り
こ
と
な
る
ふ
し
な
け
れ
と
ゐ
な

の
さ
ゝ
は
ら
し
け
る
に
ま
か
せ
て
た
か
き
見
し

か
き
を
も
い
は
す
な
ほ
き
み
や
き
ま
し

は
ら
さ
れ
は
く
ち
き
の
そ
ま
に
ま
か
り
ゆ
か

め
る
を
も
き
ら
は
す
さ
な
か
ら
か
き
の
せ
ぬ

る
朝
今
の
人
の
き
ゝ
の
ち
の
世
の
そ
し

り
の
か
る
ゝ
か
た
な
く
憚
多
け
れ
と
ね
か
ふ

と
こ
ろ
は
心
さ
し
の
ふ
か
く
て
よ
の
い
と
な
み

に
ま
き
れ
ぬ
か
た
を
あ
は
れ
み
て
つ
た�　
　
　
　
　

2
ウ
」

な
き
こ
と
は
い
や
し
き
す
か
た
を
は
お
も
ひ
ゆ

る
せ
と
な
り
又
題
の
し
た
い
哥
の
に
ほ
ひ
こ
と
は

の
か
き
さ
ま
ふ
る
き
言
か
や
う
の
ふ
し
／
＼

さ
な
か
ら
お
ほ
く
か
た
く
な
に
た
ま
が
ひ
か
め
る

こ
と
身
つ
か
ら
と
ゝ
の
へ
ん
と
す
れ
は
老
の
病

も
の
う
く
ふ
た
ゝ
ひ
み
ん
は
た
わ
れ
恥
か
し
く

い
は
む
や
人
の
て
を
か
ら
ん
す
ら
か
た
は
ら
い
た

き
に
よ
り
て
此
道
に
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
輩
に

ま
か
せ
て
か
き
集
さ
せ
ぬ
れ
は
う
し
ろ�　
　

3
オ
」

め
た
け
れ
と
ち
か
ら
な
き
身
の
い
た
つ
き
に

な
ん
ま
け
に
た
る
も
し
み
む
人
こ
の
趣

を
お
も
ひ
て
嘲
こ
と
な
く
は
の
そ
む
と
こ
ろ

た
り
ぬ
へ
し
そ
も
／
＼
わ
か
ゝ
み
は
新
古
今

新
勅
撰
の
す
か
た
を
心
に
か
け
中
比
よ
り

は
万
葉
古
今
等
の
心
ち
を
い
か
て
か
と
こ
ひ

ね
か
い
へ
と
も
箕
裘
を
た
に
ま
な
ひ
み
す

か
の
西
施
か
と
な
り
の
女
の
か
れ
を
う
ら
や

め
る
よ
そ
ほ
ひ
も
と
の
か
た
ち
よ
り
は
ま
す�

3
ウ
」

／
＼
み
に
く
ゝ
な
り
け
る
に
な
す
ら
へ
て
こ
の

集
の
名
と
せ
り
と
い
ふ
こ
と
し
か
な
り�　
　

4
オ
」

（
白
紙
）�

4
ウ
」

隣
女
和
歌
集
巻
第
一　
正
元
年
中

�
�

　

春

001�

＼
ゆ
き
の
う
ち
の
み
や
ま
の
さ
と
に
た
つ
春
は

�
�

冬
の
ひ
か
す
を
か
そ
へ
て
そ
し
る
＼
（
朱
）

002�

＼
け
さ
よ
り
は
は
る
の
と
な
り
に
な
り
ぬ
と
や

�
�

ふ
ゆ
を
へ
た
て
ゝ
か
す
み
た
つ
ら
ん

003�

＼
け
さ
み
れ
は
こ
ほ
り
と
け
ぬ
る
谷
川
の

�
�

し
た
ゆ
く
な
み
に
春
や
た
つ
ら
む�　

5
オ
」

004�
＼
う
く
ひ
す
も
か
す
み
も
を
そ
き
雪
の
中
に



八

�
�

は
る
し
る
も
の
は
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り

005�

＼
春
は
き
ぬ
ゆ
き
け
の
く
も
は
は
れ
や
ら
て

�
／
さ
な
か
ら
か
す
む
み
よ
し
の
ゝ
や
ま
＼
（
朱
）

006�
＼
し
か
ら
き
の
と
山
は
雪
け
な
を
さ
え
て

�
�

よサ
ト
ノ
ミ
カ
ス
ム

そ
に
か
す
め
る
は
る
の
明
ほ
の

007�

＼
ほ
の
／
＼
と
明
ゆ
く
そ
ら
を
み
わ
た
せ
は

�
�

や
ま
も
と
よ
り
そ
か
す
み
そ
め
け
る

008�

＼
春
の
き
る
か
す
み
の
こ
ろ
も
た
ち
こ
め
て�

5
ウ
」

�
�

よ
る
へ
も
み
え
す
そ
て
の
う
ら
な
み

009�

＼
も
し
ほ
や
く
う
ら
の
け
ふ
り
を
た
よ
り
に
て

�
�

は
る
は
な
み
ち
そ
ま
つ
か
す
み
け
る
＼
（
朱
）

010�

＼
み
山
に
は
な
を
し
ら
ゆ
き
の
ふ
る
す
よ
り

�
�

軒
は
に
う
つ
る
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

011�

＼
春
き
て
も
な
を
風
さ
む
き
み
山
木
の

�
�

か
け
の
ゝ
く
さ
に
残
る
あ
は
ゆ
き
＼
（
朱
）

012�

＼
霞
め
と
も
ま
た
み
と
り
に
は
な
り
や
ら
て

�
�

か
れ
の
ゝ
く
さ
に
の
こ
る
し
ら
ゆ
き
＼
（
朱
）�

6
オ
」

013�

＼
い
つ
く
に
も
む
め
か
ゝ
そ
す
る
春
の
日
の

�
�

い
た
り
い
た
ら
ぬ
さ
と
の
な
け
れ
は

014�

＼
古
郷
の
お
い
き
の
梅
は
さ
き
に
け
り

�
�

む
か
し
の
は
る
の
色
を
の
こ
し
て

015�

＼
あ
さ
み
と
り
な
ひ
く
も
し
る
し
青
柳
の

�
�

い
と
か
の
や
ま
の
峯
の
は
る
か
せ
＼
（
朱
）

016�

＼
春
き
て
も
い
く
か
も
あ
ら
ぬ
◦に

い
つ
し
か
と

�
�

こ
ゝ
ろ
に
か
か
る
は
な
の
し
ら
雲
＼
（
朱
）

017�

＼
く
も
は
ゝ
な
花
は
雪
と
や
ま
か
ふ
ら
む�

6
ウ
」

�
�

そ
ら
に
か
す
め
る
か
つ
ら
き
の
や
ま

018�

＼
み
よ
し
の
ゝ
山
の
さ
く
ら
の
花
さ
か
り

�
�

み
ね
に
も
お
に
も
か
ゝ
る
し
ら
く
も
＼
（
朱
）

019�

＼
よ
し
野
山
は
な
よ
り
お
く
の
し
ら
雲
や

続
古
今�

か
さ
な
る
み
ね
の
さ
く
ら
な
る
ら
ん
＼
（
朱
）

020�

＼
ふ
も
と
よ
り
い
く
へ
の
雲
を
わ
け
す
て
ゝ

�
�

し
ら
ぬ
や
ま
路
の
花
を
み
る
ら
む

021�

＼
み
よ
し
野
ゝ
は
な
の
か
ゝ
み
と
み
ゆ
る
か
な

�
�

あ
を
ね
か
み
ね
の
春
の
夜
の
月�　
　
　

7
オ
」

022�

＼
く
れ
ぬ
と
も
月
に
は
み
て
ん
春
の
よ
の

�
�

や
み
は
あ
や
な
き
は
な
さ
か
り
か
な

023�

＼
も
ゝ
し
き
や
お
ほ
う
ち
山
の
さ
く
ら
は
な

�
�

雲
井
に
ふ
か
く
に
ほ
ふ
は
る
か
せ

024�

＼
た
ち
は
な
の
に
ほ
ひ
な
ら
ね
と
ふ
る
さ
と
の

�
�

軒
の
さ
く
ら
に
む
か
し
こ
ひ
つ
ゝ

025�

＼
い
さ
ゝ
ら
は
散
な
は
な
け
の
花
さ
く
ら

�
�

か
せ
よ
り
さ
き
に
お
り
盡
し
て
む

026�

＼＼（
朱
）雪

と
降
は
な
に
の
き
は
ゝ
う
つ
も
れ
て�

7
ウ
」

�
�

さ
く
ら
を
ふ
け
る
春
の
や
ま
さ
と
＼
（
朱
）

027�
＼
を
の
つ
か
ら
こ
ゝ
ろ
と
け
さ
は
散
は
て
ゝ



九

�
�

さ
そ
ふ
か
せ
を
も
ま
た
ぬ
花
か
な

028�

＼
け
さ
ふ
か
は
い
か
に
風
を
も
か
こ
た
ま
し

�
�

の
と
け
き
そ
ら
に
ち
る
さ
く
ら
か
な

029�
＼
峯
の
く
も
み
き
は
の
な
み
そ
さ
は
く
な
る

�
�

ひ
ら
や
ま
か
せ
に
花
や
ち
る
ら
む
＼
（
朱
）

030�

＼
か
へ
る
へ
き
な
ら
ひ
な
り
と
も
春
の
か
り

�
�

こ
と
し
は
か
り
は
は
な
に
や
す
ら
へ�　
　

8
オ
」

031�

＼
さ
す
か
ま
た
は
な
の
な
こ
り
や
お
し
か
ら
ん

�
�

な
き
て
わ
か
る
ゝ
春
の
か
り
か
ね

032�

＼
名
の
み
し
て
と
き
は
の
山
の
岩
つ
ゝ
し

�
�

み
と
り
に
か
ゝ
る
は
な
も
さ
き
け
り
＼
（
朱
）

（
一
行
空
白
）

�
�

　

夏

033�

＼
わ
か
さ
り
し
う
の
花
か
き
も
白
た
へ
に

�
�

さ
き
あ
ら
は
る
ゝ
夏
は
き
に
け
り

034�

＼
し
つ
の
め
か
さ
ら
せ
る
ぬ
の
や
山
さ
と
の�

8
ウ
」

�
�

か
き
つ
の
た
に
ゝ
さ
け
る
卯
の
花

035�

＼
と
し
こ
と
の
を
そ
さ
に
な
れ
て
ほ
と
と
き
す

�
�

ま
た
ぬ
う
つ
き
の
そ
ら
に
な
く
な
り

036�

＼
待
わ
ひ
ぬ
を
の
か
さ
つ
き
の
空
に
た
に

�
�

な
を
も
つ
れ
な
き
ほ
と
ゝ
き
す
哉
＼
（
朱
）

037�

＼
入
日
さ
す
く
も
の
は
た
て
の
を
り
は
へ
て

�
�

鳴
や
さ
つ
き
の
山
ほ
と
ゝ
き
す
＼
（
朱
）

038�

＼
す
ゝ
か
山
明
か
た
ち
か
き
せ
き
の
戸
を

入
続
千�

ふ
り
い
て
ゝ
な
く
郭
公
か
な
＼
（
朱
）�　
　

9
オ
」

039�

＼
夏
の
よ
の
在
明
の
そ
ら
の
ほ
と
ゝ
き
す

�
�

お
な
し
ね
覚
の
人
や
き
く
ら
む
＼
（
朱
）

040�

＼
な
け
や
な
け
さ
よ
の
ね
覚
の
郭
公

�
�

ふ
た
こ
ゑ
き
ゝ
て
お
も
ひ
出
に
せ
む

041�

＼
一
こ
ゑ
は
ゆ
め
と
お
も
ひ
て
お
と
ろ
け
は

�
�

う
つ
ゝ
な
り
け
る
ほ
と
ゝ
き
す
か
な
＼
（
朱
）

042�

＼
し
ら
れ
け
り
ひ
け
る
あ
や
め
の
な
か
き
ね
に

�
�

ま
た
み
ぬ
ゝ
ま
の
そ
こ
の
ふ
か
さ
も

043�

＼
あ
し
引
の
と
を
山
を
た
に
袖
ぬ
れ
て��　

9
ウ
」

�
�

い
く
ほ
と
も
な
き
早
苗
と
る
ら
し

044�

＼
五
月
雨
は
ひ
か
す
ふ
れ
と
も
な
に
は
か
た

�

／
も
と
の
み
き
は
を
こ
え
ぬ
し
ら
波
＼
（
朱
）

045�

＼
さ
み
た
れ
に
あ
ま
の
か
は
浪
た
か
ゝ
ら
し

�

／
月
の
み
ふ
ね
の
わ
た
る
よ
も
な
き

046�

＼
た
か
袖
の
う
つ
り
か
よ
り
もか

た
ち
は
な
を

�

／
む
か
し
こ
と
ゝ
ふ
つ
ま
と
な
し
け
む
＼
（
朱
）

047�

＼
み
し
か
よ
と
さ
こ
そ
は
い
は
め
月
影
の

�
�

入
を
も
ま
た
す
明
る
そ
ら
か
な
＼
（
朱
）�　

10
オ
」

048�

＼
さ
み
た
れ
に
き
え
ぬ
う
ふ
ね
の
か
ゝ
り
火
や

�
�

か
つ
ら
の
か
は
の
ほ
た
る
な
る
ら
ん

049�
＼
木
か
く
れ
に
し
つ
み
な
か
る
ゝ
山
の
井
の



一
〇

�
�

あ
か
く
も
な
つ
の
日
を
く
ら
す
か
な

（
一
行
空
白
）

�
�

　

秋

050�
＼
う
た
ゝ
ね
の
た
も
と
を
か
け
て
ふ
く
風
の

�
�

め
に
み
ぬ
い
ろ
に
秋
を
し
る
か
な

051�

＼
ひ
さ
か
た
の
空
に
な
か
れ
ぬ
銀
河�　
　
　

10
ウ
」

�
�

な
を
ほ
し
あ
ひ
の
影
そ
み
え
け
る

052�

＼
秋
の
露
た
か
た
ま
く
ら
と
む
す
ふ
ら
ん

�
�

入
の
ゝ
す
ゝ
き
ほ
に
い
て
に
け
り
＼
（
朱
）

053�

＼
な
か
／
＼
に
ち
く
さ
の
花
も
な
き
の
へ
の

�
�

し
の
ゝ
を
す
ゝ
き
風
そ
さ
ひ
し
き

054�

＼
む
さ
し
の
や
ち
く
さ
の
花
はの

い
ろ
／
＼
に

�
�

を
き
か
へ
て
け
る
秋
の
し
ら
つ
ゆ

055�

＼
秋
か
せ
の
吹
し
く
を
の
ゝ
浅
茅
は
ら

�
�

む
す
ひ
も
あ
へ
す
露
そ
こ
ほ
る
ゝ�　
　
　

11
オ
」

056�

＼
秋
も
た
ゝ
お
も
へ
は
お
な
し
ゆ
ふ
く
れ
を

�
�

な
か
め
か
ら
に
や
さ
ひ
し
か
る
ら
ん

057�

＼
は
る
は
こ
し
秋
は
都
に
く
る
か
り
の

�
�

い
つ
も
た
ひ
な
る
音
を
や
鳴
ら
ん

058�

＼
秋
風
に
か
り
は
き
に
け
り
白
雲
の

�
�

み
ち
ゆ
き
ふ
り
に
こ
ゑ
そ
き
こ
ゆ
る
＼
（
朱
）

059�

＼
ひ
さ
か
た
の
天
と
ふ
か
り
の
お
ほ
ひ
は
に

�
�

は
つ
し
も
ふ
り
ぬ
在
明
の
そ
ら
＼
（
朱
）

060�

＼
し
か
ら
き
の
外
山
に
か
せ
や
む
か
ふ
ら
ん�

11
ウ
」

�
�

お
の
へ
の
し
か
の
こ
ゑ
よ
は
る
な
り

061�

＼
ふ
き
送
る
み
山
あ
ら
し
に
つ
た
ひ
き
て

�
�

さコ
ノ
サ
ト
サ
ラ
ヌ

と
ま
て
か
よ
ふ
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

062�

＼
む
ら
し
く
れ
は
れ
ゆ
く
雲
の
を
ひ
か
せ
に

�
�

山
め
く
り
す
る
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

063�

＼
宮
城
の
ゝ
こ
の
し
た
つ
ゆ
に
た
ち
ぬ
れ
て

入
新
後�

い
く
よ
か
し
か
の
つ
ま
を
こ
ふ
ら
む
＼
（
朱
）

064�

＼＼（
朱
）ね

覚
し
て
な
を
の
こ
す
よ
も
長
月
の

�
�

あ
り
明
の
山
の
さ
を
し
か
の
こ
ゑ�　
　
　

12
オ
」

065�

＼
ひ
さ
型
の
月
こ
そ
あ
ら
め
明
ゆ
け
は

�
�

し
か
の
こ
ゑ
さ
へ
や
ま
に
入
ら
む

066�

＼＼（
朱
）う

つ
ら
た
つ
あ
さ
ち
の
葉
す
ゑ
う
ち
な
ひ
き

�
�

ゆ
ふ
へ
の
露
に
秋
か
せ
そ
ふ
く
＼
（
朱
）

067�

＼
ゆ
ふ
さ
れ
は
く
さ
葉
の
つ
ゆ
を
ふ
き
過
て

�
�

な
み
た
を
さ
そ
ふ
袖
の
秋
風

068�

＼
さ
ひ
し
さ
は
ゆ
ふ
へ
の
か
せ
と
思
ひ
し
に

�

／
う
す
き
り
ま
よ
ふ
あ
け
ほ
の
ゝ
そ
ら

069�

＼
や
ま
の
は
に
待
よ
の
月
は
い
て
に
け
り�　

12
ウ
」

�
�

こ
の
さ
と
人
や
い
ね
か
て
に
す
る

070�

＼
く
も
り
な
き
空
す
み
わ
た
る
な
か
き
夜
の

�
�

つ
き
の
み
ふ
ね
の
や
ま
の
秋
か
せ

071�
＼
山
さ
と
の
庭
の
荻
は
ら
露
散
て



一
一

�
�

身
に
し
む
い
ろ
の
月
そ
さ
ひ
し
き

072�

＼
お
き
あ
か
す
露
の
よ
す
か
ら
影
と
め
て

�
�

月
に
や
と
か
す
庭
の
お
き
は
ら
＼
（
朱
）

073�
＼
む
さ
し
の
は
心
盡
し
の
山
も
な
し

�
�

ま
た
れ
ん
も
の
か
秋
の
よ
の
月�　
　
　
　

13
オ
」

074�

＼
神
も
さ
そ
秋
も
な
か
は
と
い
は
し
水

�
�

な
に
流
た
る
つ
き
は
み
る
ら
む
＼
（
朱
）

075�

＼
諏
磨
の
う
ら
せ
き
吹
こ
ゆ
る
秋
風
に

�
�

月
さ
ひ
わ
た
る
波
の
遠
か
た

076�

＼
月
影
は
よ
る
と
も
み
え
す
み
つ
し
ほ
の

�
�

な
か
れ
ひ
る
ま
の
こ
ゝ
ち
の
み
し
て
＼
（
朱
）

077�

＼
あ
か
し
か
た
あ
か
て
か
た
ふ
く
晨
明
の

�
�

月
ふ
き
か
へ
せ
沖
つ
し
ほ
か
せ

078�

＼
し
は
の
廬
ま
つ
の
あ
み
戸
も
ま
は
ら
に
て�

13
ウ
」

�
�

ま
と
よ
り
い
つ
る
在
明
の
月

079�

＼
き
り
／
＼
す
な
に
を
恨
み
て
浅
茅
生
の

�
�

あ
り
明
の
つ
き
に
音
は
つ
く
す
ら
ん
＼
（
朱
）

080�

＼
た
ひ
ね
す
る
野
風
を
さ
む
み
き
り
／
＼
す

�
�

く
さ
の
ま
く
ら
の
し
た
に
鳴
な
り
＼
（
朱
）

081�

＼
ふ
る
さ
と
の
に
は
の
あ
さ
ち
ふ
う
ら
か
れ
て

�
�

む
し
の
音
よ
は
き
秋
の
ゆ
ふ
し
も

082�

＼
吹
過
る
風
な
ら
ね
と
も
お
き
の
葉
に

�
�

を
と
つ
れ
て
ふ
る
秋
の
む
ら
雨�　
　
　
　

14
オ
」

083�

＼
紅
葉
は
を
の
れ
と
染
る
い
ろ
な
れ
や

�
�

と
き
は
の
山
も
し
く
れ
ふ
る
な
り

084�

＼
山
人
の
袖
も
い
ろ
に
や
い
て
ぬ
ら
ん

�
�

つ
た
は
ひ
か
ゝ
る
谷
の
し
た
み
ち

085�

＼
も
み
ち
葉
を
よ
る
さ
へ
み
よ
と
て
る
月
の

�
�

ひ
か
り
さ
や
け
き
か
み
な
ひ
の
も
り

086�

＼
を
し
か
な
く
在
明
の
比
の
山
の
は
に

�

／
も
み
ち
を
わ
け
て
い
つ
る
月
か
け

087�

＼
露
し
も
に
か
ね
て
こ
の
は
の
う
つ
ろ
ひ
て�

14
ウ
」

�
�

し
く
れ
を
ま
た
ぬ
神
な
ひ
の
杜

（
一
行
空
白
）

�
�

　

冬

088�

＼
か
み
な
月
し
く
れ
す
と
て
も
あ
か
つ
き
の

入
新
後�

ね
覚
は
袖
の
か
は
く
も
の
か
は
＼
（
朱
）

089�

＼
神
無
月
ふ
ゆ
の
は
し
め
は
か
き
く
も
り

�
�

し
く
れ
は
さ
た
め
あ
り
け
る
も
の
を

090�

＼
あ
く
る
よ
の
と
や
ま
ふ
き
こ
す
木
か
ら
し
に

入
續
拾�

し
く
れ
て
つ
た
ふ
峯
の
う
き
雲
＼
（
朱
）� �　

15
オ
」

091�

＼
た
か
ね
に
は
ゆ
ふ
ひ
さ
す
な
り
い
こ
ま
山

�
�

ふ
も
と
の
さ
と
の
く
も
は
し
く
れ
て

092�

＼
な
に
ゝ
か
は
紅
葉
の
ぬ
さ
を
た
む
く
ら
ん

�
�

しタ
カ
タ
メ
ニ

ら
す
や
あ
ら
し
神
な
つ
き
と
は

093�
＼
さ
ひ
し
さ
を
い
か
に
し
の
は
ん
神
な
月



一
二

�
�

か
せ
に
し
く
れ
て
木
の
葉
ふ
る
比

094�

＼
く
れ
な
ゐ
に
い
は
な
み
た
か
し
み
な
の
か
は

�
�

お
な
し
た
か
ね
に
紅
葉
散
ら
し
＼
（
朱
）

095�
＼＼（
朱
）か

た
お
か
の
は
ゝ
そ
の
こ
の
は
ち
り
は
て
ゝ�

15
ウ
」

�
�

に
は
に
を
と
す
る
山
下
風
の
か
せ

096�

＼
風
さ
む
み
ひ
か
け
に
も
る
ゝ
山
し
た
の

�
�

く
ち
葉
か
う
へ
に
残
る
あ
さ
し
も

097�

＼
音
寒
し
夕
し
も
む
す
ふ
浅
茅
生
の

�
�

か
れ
は
の
を
の
に
あ
ら
し
ふ
く
也

098�

＼
や
ま
さ
と
の
岩
の
か
け
ち
の
し
も
く
つ
れ

�
�

と
は
ん
と
い
ひ
し
人
も
ま
た
れ
す

099�

＼
む
ら
さ
き
に
か
は
り
し
は
な
も
霜
を
け
は

�
�

ま
た
し
ら
き
く
と
う
つ
ろ
ひ
に
け
り�　
　
　

16
オ
」

100�

＼
ま
た
ふ
ら
ぬ
ゆ
き
け
の
そ
ら
の
雲
を
み
て

�
�

か
ね
て
こ
り
を
く
山
の
し
た
し
は

101�

＼
し
た
葉
よ
り
か
へ
ぬ
み
と
り
は
ほ
の
み
え
て

�
�

は
つ
ゆ
き
う
す
き
岳
野
へ
の
松

102�

＼
残
な
く
拂
ふ
も
か
せ
の
こ
ゝ
ろ
に
て

�
�

た
ゆ
め
は
つ
も
る
松
の
し
ら
ゆ
き

103�

＼
と
に
か
く
に
冬
は
や
ま
ち
そ
た
え
に
け
る

�
�

こ
の
は
の
後
は
つ
も
る
白
雪
＼
（
朱
）

104�

＼
け
さ
み
れ
は
秋
さ
く
花
の
あ
と
も
な
し�　
　

16
ウ
」

�
�

ゆ
き
そ
ふ
る
え
の
宮
城
の
ゝ
は
き
＼
（
朱
）

105�

＼
さ
え
／
＼
し
雲
は
ゝ
れ
ぬ
る
山
の
は
の

�
�

ゆ
き
よ
り
い
つ
る
あ
り
明
の
つ
き

106�

＼
難
は
え
や
し
ほ
せ
ふ
き
こ
す
浦
風
に

�
�

か
れ
葉
た
に
な
き
あ
し
の
む
ら
た
ち

107�

＼
な
に
は
か
た
ゆ
ふ
し
ほ
み
ち
て
蜑
の
住

�
�

い
そ
や
に
ち
か
く
啼
ち
と
り
か
な

108�

＼
さ
よ
ち
と
り
な
く
こ
ゑ
寒
し
晨
明
の

�

／
月
の
て
し
ほ
や
み
つ
の
濱
風
＼
（
朱
）�����　
　

17
オ
」

109�

＼
心
あ
る
あ
ま
そ
き
く
ら
む
松
し
ま
や

�
�

を
し
ま
の
ち
と
り
月
に
な
く
こ
ゑ

110�

＼
冬
も
な
を
あ
さ
き
よ
と
み
そ
氷
け
る

�
�

た
き
り
て
お
つ
る
う
ち
川
の
水

111�

＼
す
は
の
う
み
や
船
路
は
た
え
て
こ
の
こ
ろ
は

�
�

こ
ほ
り
の
う
へ
を
か
よ
ふ
か
ち
ひ
と

112�

＼
山
さ
と
の
か
け
ひ
の
み
つ
は
音
た
え
て

�
�

こ
ほ
り
も
ゆ
め
も
む
す
ふ
こ
ろ
か
な

113�

＼
な
み
こ
ゆ
る
う
ち
の
川
瀬
の
あ
し
ろ
き
に�

17
ウ
」

�
�

い
さ
よ
ふ
つ
き
の
影
の
さ
む
け
さ

114�

＼
い
か
に
せ
む
あ
か
て
か
た
ふ
く
月
か
け
に

�
�

し
く
れ
て
む
か
ふ
み
ね
の
う
き
雲
＼
（
朱
）

115�

＼
ふ
し
の
ね
は
ま
た
も
有
け
り
ゆ
き
の
う
へ
に

�
�

け
ふ
り
そ
な
ひ
く
を
の
ゝ
す
み
か
ま

�
�

　

恋



一
三

116�

＼
あ
や
し
く
も
な
か
め
か
ち
な
る
ゆ
ふ
へ
か
な

�
�

わ
か
こ
ゝ
ろ
こ
そ
ひ
こ
ろ
に
も
に
ぬ

117�
＼
枕
た
に
し
ら
ぬ
お
も
ひ
を
い
か
ゝ
せ
む�

18
オ
」

�
�

う
ち
ぬ
る
ほ
と
も
あ
ら
は
こ
そ
あ
ら
め

118�

＼
と
し
を
ふ
る
や
と
に
し
け
れ
る
忍
ふ
く
さ

�
�

し
た
葉
の
つ
ゆ
よ
人
め
も
ら
す
な

119�

＼
か
く
は
か
り
人
め
を
つ
ゝ
む
お
も
ひ
あ
り
と

�
�

ち
ら
す
な
つ
ゆ
の
袖
の
あ
き
か
せ

120�

＼
人
や
き
く
け
し
き
は
い
ろ
に
み
え
ね
と
も

�
�

し
の
ふ
の
山
の
松
の
秋
か
せ

121�

＼
逢
事
は
た
れ
ゆ
へ
つ
ゝ
む
恋
ち
と
て

�
�

お
も
ひ
も
し
ら
す
人
の
つ
れ
な
き�　
　

18
ウ
」

122�

＼
あ
ま
こ
ろ
も
ぬ
れ
そ
ふ
袖
の
う
ら
み
て
も

�
�

み
る
め
な
き
さ
に
も
し
ほ
た
れ
つ
ゝ
＼
（
朱
）

123�

＼
あ
ら
く
ま
の
す
む
な
る
山
の
お
く
ま
て
も

�
�

き
み
た
に
あ
ら
は
ゆ
き
て
た
つ
ね
ん

124�

＼
ひ
ろ
せ
か
は
そ
て
つ
く
は
か
り
た
つ
ぬ
れ
と

�
�

あ
ふ
せ
も
し
ら
ぬ
身
を
い
か
に
せ
ん

125�

＼
い
の
ら
す
よ
い
な
り
の
山
の
す
き
の
は
の

�
�

つ
れ
な
き
色
に
人
な
ら
へ
と
は

126�

＼＼（
朱
）き

え
か
へ
り
ま
つ
ゆ
ふ
く
れ
の
空
の
雲�

19
オ
」

�
�

む
な
し
き
は
て
は
う
ち
し
く
れ
つ
ゝ

127�

＼
待
わ
ひ
ぬ
た
の
め
て
も
こ
ぬ
い
つ
は
り
は

�
�

た
か
な
ら
は
し
の
ゆ
ふ
く
れ
の
そ
ら

128�

＼
た
の
め
つ
ゝ
く
ら
せ
る
よ
ひ
の
更
け
ゆ
けく
をは

�
�

か
こ
ち
か
ほ
な
る
袖
の
露
け
さ

129�

＼
た
の
め
つ
ゝ
こ
ぬ
い
つ
は
り
を
ま
つ
の
戸
の

�
�

さ
ゝ
て
幾
よ
か
夜
を
あ
か
す
ら
ん

130�

＼
わ
れ
の
み
や
う
き
み
か
り
の
ゝ
な
ら
し
は
の

�
�

ひ
と
よ
も
な
れ
ぬ
人
を
こ
ひ
つ
ゝ�　
　
　

19
ウ
」

131�

＼
し
ら
せ
は
や
逢
せ
も
し
ら
ぬ
か
た
ふ
ち
の

�
�

や
か
て
も
ふ
か
き
こ
ひ
の
こ
ゝ
ろ
を
＼
（
朱
）

132�

＼
あ
ふ
せ
な
き
わ
か
こ
ひ
か
は
を
ゆ
く
水
の

�
�

ふ
か
き
よ
と
み
に
袖
や
く
ち
な
む

133�

＼＼（
朱
）あ
は
て
の
み
た
ゝ
い
た
つ
ら
に
恋
し
な
は

�
�

な
に
ゝ
か
へ
つ
る
命
と
か
みせ

む

134�

＼
わ
か
こ
ひ
は
あ
ふ
を
か
き
り
と
思
ふ
身
の

�
�

ひ
を
ふ
る
ま
ゝ
に
よ
は
り
ぬ
る
か
な

135�

＼
ひ
と
よ
と
て
あ
た
に
や
お
も
ふ
さ
ゝ
竹
の�

20
オ
」

�
�

こ
の
よ
は
か
り
の
ち
き
り
な
ら
し
を

136�

＼＼（
朱
）あ

ふ
事
は
た
ま
さ
か
山
の
た
に
か
く
れ

�
�

し
た
ゆ
く
水
の
こ
か
く
れ
て
の
み
＼
（
朱
）

137�

＼
あ
か
さ
り
し
け
さ
の
な
こ
り
を
身
に
そ
へ
て

�
�

ま
た
ね
の
と
こ
も
起
う
か
り
け
り

138�
＼
別
ち
に
な
か
め
し
月
の
有
明
は

�
�

つ
ら
き
な
か
ら
の
か
た
み
な
り
け
り



一
四

139�

＼
馴
し
夜
は
な
ら
へ
し
と
こ
の
ま
く
ら
に
も

�
�

ぬ
る
よ
な
け
れ
は
う
と
く
な
り
つ
ゝ
＼
（
朱
）�

20
ウ
」

140�
＼
わ
た
り
け
む
あ
ふ
せ
も
み
え
す
飛
鳥
川

�
�

き
の
ふ
に
か
は
る
人
の
こ
ゝ
ろ
に
＼
（
朱
）

141�

＼
我
な
ら
は
こ
よ
ひ
の
月
に
さ
そ
は
れ
て

�
�

お
も
は
ぬ
な
か
の
ひ
と
も
と
ひ
な
ん

142�

＼
た
つ
ね
ゆ
く
わ
か
し
る
へ
せ
よ
夜
半
の
月

�
�

馴
に
し
袖
の
つ
ゆ
の
お
も
か
け

143�

＼
風
ふ
け
は
た
ゝ
よ
ふ
雲
の
な
か
そ
ら
に

�
�

う
き
て
お
も
ひ
の
き
え
や
は
て
な
ん
＼
（
朱
）

144�

＼
な
か
め
や
る
そ
な
た
の
雲
を
た
よ
り
に
て��

21
オ
」

�
�

そ
て
に
し
く
る
ゝ
わ
か
な
み
た
か
な

145�

＼
け
ふ
り
た
つ
お
も
ひ
は
た
れ
も
す
る
か
な
る

�
�

ふ
し
の
た
か
ね
を
よ
そ
に
や
は
み
る

146�

＼
煙
た
つ
む
ろ
の
や
し
ま
は
遠
け
れ
と

�
�

く
ゆ
る
お
も
ひ
の
か
よ
ふ
こ
ろ
か
な

147�

＼
も
し
ほ
や
く
な
に
は
を
と
め
か
あ
し
の
や
の

�
�

ひ
ま
な
く
ゝ
ゆ
る
し
た
け
ふ
り
か
な

148�

＼
わ
か
袖
に
つ
れ
な
き
な
み
は
か
け
な
か
ら

�
�

月
ひ
そ
こ
ゆ
る
す
ゑ
の
ま
つ
山��　
　
　
　

21
ウ
」

149�

＼
い
せ
嶋
や
し
ほ
ひ
の
か
た
に
よ
る
浪
の

�
�

い
や
と
を
さ
か
る
な
か
そ
つ
れ
な
き

150�

＼
時
雨
に
は
つ
れ
な
き
山
の
ま
つ
た
に
も

�
�

さ
そ
ふ
か
せ
に
は
な
を
な
ひ
き
け
り

151�

＼
一
よ
と
て
か
り
ね
の
ゝ
へ
の
さ
ゝ
ま
く
ら

�
�

む
す
ひ
し
露
の
ち
き
り
わ
す
る
な

152�

＼＼（
朱
）恋

し
と
も
た
れ
に
い
ひ
て
か
な
く
さ
ま
む

�
�

お
な
し
こ
ゝ
ろ
の
人
も
な
き
世
に
＼
（
朱
）

153�

＼＼（
朱
）つ
れ
も
な
き
ひ
と
を
か
な
ら
す
恋
よ
と
は�

22
オ
」

�
�

こ
ゝ
ろ
よ
い
か
に
た
れ
か
を
し
へ
し

154�

＼
い
と
せ
め
て
物
お
も
ふ
と
き
の
筆
す
さ
み

�
�

た
ゝ
か
く
こ
と
は
こ
ひ
し
と
そ
い
ふ

155�

＼
よ
し
さ
ら
は
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
う
ら
み
て
ん

�

／
つ
ら
き
を
人
の
お
も
ひ
し
る
や
と

156�

＼
さ
す
か
又ナ
ヲ

こ
ゝ
ろ
や
か
よ
ふ
つ
れ
も
な
き

入
續
千�

人
も
ゆ
め
ち
に
あ
ひフ
サ
カ
ノ
ヤ
マ

み
つ
る
か
な

157�

＼
い
か
に
せ
む
は
な
に
こ
ゝ
ろ
そ
う
つ
り
ぬ
る

�
�

み
や
ま
か
く
れ
の
く
ち
木
な
る
身
も�　
　

22
ウ
」

158�

＼＼（
朱
）し

け
か
り
し
こ
と
の
は
や
ま
の
あ
を
つ
ゝ
ら

�
�

お
も
ひ
た
え
て
は
く
る
人
も
な
し
＼
（
朱
）

159�

＼＼（
朱
）あ
は
て
の
み
と
し
ふ
る
さ
と
の
軒
の
く
さ

�
�

か
れ
ね
わ
す
る
ゝ
言
の
葉
も
う
し
＼
（
朱
）

160�

＼
身
を
し
れ
は
う
ら
み
ん
と
し
も
思
は
ぬ
に

�

／
こ
ゝ
ろ
に
あ
ら
す
ぬ
る
ゝ
袖
か
な

161�
＼
し
ら
せ
は
や
人
を
う
ら
み
の
こ
ひ
こ
ろ
も

入
新
後�
な
み
た
か
さ
ね
て
ひ
と
り
ぬ
る
か
な



一
五

162�

＼
ま
れ
に
て
も
あ
ひ
み
は
と
こ
そ
思
ひ
し
に�

23
オ
」

�

／
た
え
ぬ
は
ひ
と
の
う
ら
み
な
り
け
り
＼
（
朱
）

163�
＼
ふ
え
竹
の
ひ
と
よ
の
ふ
し
の
う
き
ね
の
み

�
�

な
く
／
＼
人
を
う
ら
み
つ
る
か
な

164�

＼
あ
ら
磯
に
う
ち
す
て
ら
る
ゝ
わ
す
れ
か
ひ

�
�

わ
す
れ
す
人
を
う
ら
み
つ
る
か
な
＼
（
朱
）

�
�

　

雑

165�

＼
別
路
に
い
と
ひ
な
れ
た
る
つ
ら
さ
に
て

�
�

さ
な
ら
ぬ
よ
は
の
と
り
の
音
も
う
し

166�

＼
は
る
／
＼
と
都
を
よ
そ
に
へ
た
つ
な
り�　

23
ウ
」

�
�

越
ゆ
く
や
ま
の
あ
と
の
し
ら
雲
＼
（
朱
）

167�

＼
し
か
ら
き
の
と
や
ま
に
ふ
か
き
夕
け
ふ
り

�
�

よ
に
た
つ
人
の
す
み
か
な
ら
し
を

168�

＼
あ
ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
み
れ
は
あ
つ
ま
路
や

�

／
ふ
し
の
け
ふ
り
に
秋
か
せ
そ
ふ
く

169�

＼
ふ
し
の
ね
は
い
か
な
る
神
の
ち
か
ひ
に
て

�
�

つ
れ
な
き
ゆ
き
の
山
と
な
り
け
む

170�

＼
ゆ
ふ
さ
れ
は
し
ほ
や
み
つ
ら
ん
伊
勢
の
海

�
�

ひ
か
た
に
む
か
ふ
沖
つ
し
ら
な
み�　
　
　

24
オ
」

171�

＼
お
な
し
く
は
み
や
こ
へ
さ
そ
ふ
な
み
も
か
な

�
�

み
つ
の
こ
し
ま
は
人
な
ら
す
と
も

172�

＼
む
ろ
の
と
や
追
て
まふ

き
ま
は
す
夕
風
に

�
�

か
た
ほ
に
か
け
て
よ
す
る
あ
ま
ふ
ね

173�

＼
は
る
／
＼
と
よ
ふ
ね
こ
く
な
る
こ
ゑ
す
な
り

�

／
ひ
ら
の
み
な
と
の
在
明
の
そ
ら

174�

＼＼（
朱
）た
ひ
人
の
か
ち
の
ゝ
は
ら
に
ひ
は
く
れ
ぬ

�
�

い
つ
れ
の
く
さ
に
枕
む
す
は
む

175�

＼
ゆ
き
く
れ
ぬ
い
さ
や
と
か
ら
ん
ま
つ
風
の��

24
ウ
」

�
�

こ
ゑ
す
る
か
た
や
す
み
よ
し
の
さ
と
＼
（
朱
）

176�

＼＼（
朱
）世
を
い
と
ふ
み
山
の
い
ほ
の
さ
ひ
し
さ
に

�
�

ま
た
う
か
れ
ぬ
る
わ
か
こ
ゝ
ろ
か
な

177�

＼＼（
朱
）か

た
山
の
そ
は
の
い
し
ゐ
の
さ
ゝ
れ
水

�
�

あ
さ
ま
し
き
身
は
す
む
か
ひ
も
な
し
＼
（
朱
）

178�

＼
つ
ゝ
ら
は
ふ
や
ま
の
こ
さ
か
の
道
せ
は
み

�
�

く
る
し
き
も
の
を
世
を
わ
た
る
み
は

179�

＼
う
か
り
け
る
み
や
ま
か
く
れ
の
い
は
ね
松

�
�

い
ろ
も
か
は
ら
て
く
ち
や
は
て
な
ん
＼
（
朱
）�

25
オ
」

180�

＼＼（
朱
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